
文献管理ツールとは、文献の蓄積・管理・整理、及び参考文献の自動作成などが可能な、レポートや論文執筆に便利なソフト・
ツールのことです。ソフト・ツールによってできることに多少の差はありますが、概ね以下のようなことが可能です。

裏面に続く

北大図書館は、文献と文献情報を収集、整理、活用するためのツールの提供や利用支援も行っています。

文献管理ツールの基本機能

• 北海道大学蔵書目録やCiNii、Web of Science、PubMed等
で文献を検索し、その情報を簡単に取り込んで文献データ
ベースを作成できる。

• 文献情報をファイル管理のようにフォルダ分けしたり、タ
グ付けしたりして管理できる。

• 論文やレポートを書くときの参考文献、引用文献リストを
指定の方式で簡単に作成できる。

• 集めた文献のリストをグループで共有できる。

北海道大学構成員が追加機能を利用できる文献管理ツール

北海道大学附属図書館では、北海道大学構成員が追加機能を利用できる文献管理ツールを提供しています。詳しい利用法は図
書館のWebサイトやそれぞれのガイドをご覧下さい。（Webサイト：図書館HP > 学習・研究支援情報 > 文献管理ツール）

2
文献の収集、整理、参考文献作成に便利なツール

文献管理ツールって？

• EndNote Basic 北大版
• Mendeley 機関版(機能強化版)

図書館のサポート情報
【講習会や個別質問】

• 定期的に上記ツールの講習会を行っていますので、使ってみたい方はぜひご参加ください。EndNote デスクトップ版につい
ても定期的に講習会を実施しています。

• また、研究室やゼミ単位でのオーダーメイドの講習会も実施できますので、お気軽にご相談ください。オーダーメイド講習
会については下記からご覧ください。

• また、各種質問等も本館参考調査カウンターやオンライン（Webサイト「図書館スタッフに相談しよう」から）でも受付し
ておりますので、こちらもご利用ください。

「図書館スタッフに相談しよう」 Webサイト：図書館HP > 学習・研究支援情報 >図書館スタッフに相談しよう

https://www.lib.hokudai.ac.jp/?page_id=35258
https://www.lib.hokudai.ac.jp/?page_id=35041
https://www.lib.hokudai.ac.jp/support/ask/
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文献管理ツール比較表

EndNoteデスクトップ EndNote basic 北大版 Mendeley 機関版

【概要】

形態 デスクトップアプリケーション
Webアプリケーション
機能やインタフェースはデスクトップ
版と大きく異なる（別商品）

Web+デスクトップ連動

開発元 THOMSON REUTERS THOMSON REUTERS Mendeley（2013年4月にElsevierが買
収）

価格（定価） 約６万円（学生版：約２万円） 無料（北大構成員はいくつかの機能が
高機能） 無料（2GBまで。拡張版は有料）

データの保存場所 個人PC（ローカル） 開発元サーバ 開発元サーバ+個人PC（ローカル）

インターフェース 英語 日本語他 英語

利用するには インストールしたパソコンで利用可
ネット環境があれば可
１年に一度はキャンパス内からのアク
セスが必要

ウェブ版はネット環境があれば可
デスクトップ版は個人のパソコンにイ
ンストールして利用する

【論文作成支援機能】

引用スタイル 8,000種以上
スタイルの編集可能

3,500種類以上
スタイルの編集はできない

7,000種類以上
スタイルの編集可能（追加ソフトイン
ストール必要）

引用文献の作成支
援機能 Wordアドイン連動（Win/Mac) Word用プラグインツールのインストー

ルが必要（Win/Mac)
Word用プラグインツールのインストー
ルが必要（Win/Mac)

【文献データの取込み】
ダイレクトイン
ポート プラグインやブラウザ拡張機能 プラグインやブラウザ拡張機能 ブックマークレット

PDFから書誌データ
の取込み ○ × ○

【PDFやファイルの管理】

PDF管理機能全般
添付PDFの全文検索可
マーカー・ハイライト可
コメント付与可

×（添付ファイルは可）
添付PDFの全文検索可
マーカー・ハイライト可
コメント付与可

書誌データからPDF
自動ダウンロード ○ × ○

収集したPDF本文の
横断検索 ○ × ○

ファイル添付 ○ ○（2GBまで） ○（100GB、無料版は2GBまで）

【グループ・共有】

共有・公開 最大100名のグループ内での
ライブラリ・ファイルの共有可

登録者同士で「共有」可
添付ファイルの共有は出来ない

100名のグループを無制限に作成可
無料版は25名/5グループまで
グループ内でライブラリ・ファイルの
共有可
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